
　（1） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

新
支
部
長
に
佐
藤
和
志
氏
を
選
任 

  
 

 
 

      
 

                 
 

        

    

令
和
四
年
度
日
本
山
岳
会
秋
田
支
部

通
常
総
会
は
、
四
月
二
十
三
日
（
土
）

午
後
一
時
か
ら
、
秋
田
市
北
部
市
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
三
階
会
議
室
に
於
い

て
開
催
さ
れ
た
。 

総
会
開
会
前
に
、
昨
年
十
二
月
に
他

界
し
た
保
坂
隆
司
名
誉
顧
問
、
一
月
に

他
界
し
た
進
藤
昭
名
誉
顧
問
に
黙
祷
が

捧
げ
ら
れ
た
。 

鎌
田
副
支
部
長
の
進
行
で
、
鈴
木
支

部
長
か
ら
、
二
年
間
総
会
が
行
わ
れ
ず

会
員
同
士
の
交
流
が
な
か
っ
た
こ
と
は

残
念
で
あ
っ
た
。
書
面
表
決
と
せ
ず
、

会
議
形
式
に
し
た
経
緯
に
つ
い
て
の
説

明
と
、
日
頃
、
支
部
運
営
の
協
力
に
感

謝
す
る
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

続
い
て
三
浦
眞
六
委
員
を
議
長
に
指

名
し
て
、
案
件
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。 

案
件
一 

令
和
三
年
度
の
事
業
報
告

は
、
鎌
田
副
支
部
長
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
令
和
三
年
度
の
通
常
総
会
は

書
面
表
決
。
役
員
会
を
二
回
、
事
務
局

会
議
を
八
回
、
開
催
し
た
。 

支
部
山
行
や
太
平
山
山
開
き
市
民
登

山
の
中
止
、
そ
れ
に
全
国
支
懇
談
会
や

東
北
・
北
海
道
地
区
集
会
、
晩
餐
会
ま

で
も
中
止
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、

山
岳
古
道
調
査
と
し
て
、
矢
立
峠
と
白

木
峠
の
調
査
は
、
支
部
山
行
を
兼
ね
て

行
っ
た
。 

公
益
的
事
業
と
し
て
、
山
の
環
境
整

備
県
民
協
働
事
業
は
秋
田
駒
ヶ
岳
・
笹

森
山
周
辺
の
歩
道
整
備
と
太
平
山
前
岳

の
歩
道
整
備
、
中
岳
周
辺
の
支
障
木
処

理
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
会
報
発
行

は
三
回
。
本
会
通
常
総
会
や
支
部
合
同

会
議
、
支
部
連
絡
会
議
、
古
道
調
査
打

ち
合
わ
せ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
へ
と
移
行
。 

会
員
確
認
で
は
、
新
入
会
員
の
高
橋

吉
一
会
員
、
鈴
木
加
代
子
会
員
、
小
松

芳
美
会
員
が
紹
介
さ
れ
た
。 

案
件
二 

令
和
三
年
度
決
算
報
告
を

鎌
田
副
支
部
長
が
説
明
。
大
橋
会
計
監

事
か
ら
、
三
月
三
十
一
日
、
秋
田
市
北

部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
二
階
会
議

室
に
お
い
て
行
わ
れ
た
会
計
監
査
の
結

果
、
関
係
書
類
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
令
和
三
年
度

の
事
業
及
び
決
算
は
承
認
さ
れ
た
。 

 

案
件
三 

令
和
四
年
度
の
事
業
計
画

（
案
）
、
予
算
（
案
）
を
鎌
田
副
支
部
長

が
説
明
。
役
員
会
は
年
三
回
の
予
定
。 

 

春
秋
の
支
部
山
行
、
公
益
的
事
業
と

し
て
太
平
山
山
開
き
市
民
登
山
等
へ
の

協
力
、
太
平
山
歩
道
整
備
等
を
行
う
。 

 
本
会
通
常
総
会
は
六
月
十
八
日
、
東

北
・
北
海
道
地
区
集
会
は
未
定
、
全
国

支
部
懇
談
会
は
神
奈
川
支
部
担
当
で
十

月
八
日
～
九
日
。
年
次
晩
餐
会
は
未
定
。

会
報
の
発
行
は
四
回
を
予
定
。 

 

本
会
百
二
十
周
年
記
念
事
業
「
山
岳

古
道
調
査
」
は
、
①
矢
立
峠
②
秋
田
街

道
③
仙
北
街
道
④
矢
島
街
道
⑤
鳥
海
山

古
道
⑥
白
木
峠
を
推
薦
。
本
部
の
裁
定

に
よ
り
調
査
を
開
始
す
る
。 

案
件
四 

令
和
四
年
度
予
算(

案)

の

各
項
目
は
、
ほ
ぼ
前
年
度
予
算
と
同
額

で
あ
る
が
、
事
業
費
に
つ
い
て
は
山
岳

古
道
調
査
が
あ
る
こ
と
か
ら
増
額
と
な

っ
て
い
る
と
説
明
。
令
和
四
年
度
の
事

業
計
画
、
予
算
案
と
も
に
承
認
さ
れ
た
。 

会
員
か
ら
事
務
局
の
配
慮
で
、
支
出

を
抑
え
て
の
事
業
執
行
に
感
謝
す
る
と

の
発
言
が
あ
っ
た
。 

令和４年度秋田支部総会
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（2）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

就
任
の
ご
挨
拶 

八
代
目
秋
田
支
部
長
と
し
て 

支
部
長 

佐

藤

和

志 
案
件
五
の
役
員
改
選
に
つ
い
て
は
提

案
通
り
に
承
認
さ
れ
議
事
は
終
了
し
た
。 

議
事
終
了
後
、
鈴
木
支
部
長
か
ら
古

道
調
査
の
経
過
説
明
が
あ
っ
た
。 

記
念
撮
影
後
、
佐
藤
和
志
新
支
部
長

か
ら
就
任
の
挨
拶
が
あ
り
、
令
和
四
年

度
通
常
総
会
を
無
事
に
終
了
し
た
。 

出
席
者 

 

佐
々
木
民
秀 

佐
藤
和
志 

今
野
昌
雄 

 

鈴
木
裕
子 

堀
井
弘 

鎌
田
倫
夫 

 

佐
藤
博 

 

高
橋
忠
雄 

川
口
廣
志 

 

大
橋
忠
雄 

柴
田
勧 

三
浦
眞
六 

 

佐
々
木
長
秀 

安
藤
金
栄 

熊
谷
光
子 

 

佐
藤
英
實 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

 

高
橋
吉
一 

鈴
木
加
代
子 

小
松
芳
美 

 
 秋

田

支

部

役

員 
 名

誉
顧
問 

長
岩
嘉
悦 

顧 
 

問 

佐
々
木
民
秀 

今
野
昌
雄 

 

 
 
 
 
 

鈴
木
裕
子 

 

堀
井 

弘 

支
部
長 

 

佐
藤
和
志 

副
支
部
長 

鎌
田
倫
夫 

事
務
局
長 

鎌
田
倫
夫
兼
務 

 

会
計
担
当 

後
藤
浩
二 

委 
 

員 

佐
藤
助
雄 

佐
藤
安
弘 

 

三
浦
眞
六 

安
藤
金
栄 

熊
谷
光
子 

三
浦
昭
男 

 

高
橋
吉
一 

鈴
木
加
代
子 

監 
 

事 

大
橋
忠
雄 

柴
田 

勧 

   

   
  

 
 

令
和
四
年
度
通
常
総
会
に
お
い
て
、

鈴
木
裕
子
氏
の
あ
と
を
引
き
継
い
で 

支
部
長
に
推
薦
さ
れ
、
引
き
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

会
の
運
営
は
、
前
支
部
長
を
目
に
し

て
、
責
任
の
重
さ
を
十
分
に
感
じ
て
い

な
が
ら
自
信
も
な
く
、
受
け
る
こ
と
の

重
大
さ
に
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。 

 

思
い
出
す
と
、
二
代
目
柴
田
均
二
支

部
長
の
時
、
南
八
幡
平
の
二
十
周
年
記

念
登
山
に
、
台
湾
の
玉
山
「
新
高
山
」

の
計
画
が
あ
り
、
昭
和
五
十
三
年
当
時

は
、
台
湾
山
岳
協
会
の
招
待
が
な
い
と

行
く
こ
と
が
出
来
な
い
現
実
が
あ
り
、

柴
田
支
部
長
、
鈴
木
清
事
務
局
長
の
推

薦
を
頂
き
、
藤
原
健
、
田
口
善
信
、
私

の
三
人
を
日
本
山
岳
会
に
入
会
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
七
名
で
招
待
を
受
け
、
登

山
出
来
た
こ
と
に
始
ま
り
、
日
山
協
の

技
術
指
導
員
で
、
今
は
亡
き
松
永
先
生

の
知
遇
を
得
て
、
年
次
晩
餐
会
等
、
色
々 

 

な
会
で
多
く
の
方
を
知
り
逢
う
こ
と
が

出
来
、
歴
代
の
支
部
長
、
又
、
県
内
の

山
岳
会
の
方
々
に
も
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
少
し
は
山
の
関
係
で

恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
い
、
お
引
き

受
け
い
た
し
ま
し
た
。 

鈴
木
前
支
部
長
は
、
公
務
の
職
員
で

あ
り
ま
し
た
だ
け
に
、
事
務
手
続
き
、

手
順
、
進
め
方
は
完
璧
で
、
会
の
六
十

周
年
記
念
行
事
、
東
北
北
海
道
地
区
集

会
、
年
次
晩
餐
会
、
記
念
登
山
等
、
多

く
の
行
事
を
無
難
に
こ
な
し
て
来
た
こ

と
を
見
習
い
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

山
の
秘
湯
の
主
が
、
ハ
イ
テ
ク
に
走

る
の
を
よ
し
と
し
な
い
で
、
ア
ナ
ロ
グ

に
徹
し
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
務

局
の
皆
様
に
は
多
分
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

又
、
日
本
山
岳
会
百
二
十
周
年
記
念

事
業
も
、
引
き
続
き
会
員
の
皆
様
と
進

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
会
員

相
互
の
交
流
を
図
り
、
山
の
先
輩
の
皆

様
の
ご
指
導
を
頂
き
、
会
の
活
発
化
に

繋
げ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を

も
っ
て
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

山

岳

古

道

調

査

情

報 
 

山
岳
古
道
調
査
秋
田
支
部
の
担
当
は

秋
田
街
道
を
秋
田
・
岩
手
支
部
、
白
木

峠
は
秋
田
支
部
と
な
っ
て
い
る
。 

一
月
二
十
日
の
支
部
連
絡
会
議
の
資

料
に
は
、
鳥
海
山
古
道
が
踏
査
リ
ス
ト

に
あ
り
、
対
応
は
本
部
と
な
っ
て
い
て
、

外
せ
な
い
山
だ
が
、
範
囲
が
広
く
、
支

部
で
の
調
査
は
ど
う
か
、
本
部
で
調
査

出
来
る
な
ら
、
と
い
う
条
件
が
必
要
、

と
記
載
さ
れ
て
い
た
。 

三
月
二
十
日
の
メ
ー
ル
に
は
、
鳥
海

山
古
道
の
調
査
個
所
は
①
吹
浦
口
②
蕨

岡
口
③
矢
島
口
④
小
滝
口
⑤
滝
沢
口
⑥

院
内
口
の
六
コ
ー
ス
、
羽
州
街
道
に
は

矢
立
峠
と
矢
島
街
道
も
含
ま
れ
て
い
て
、

い
ず
れ
も
担
当
は
秋
田
支
部
。
本
部
に

確
認
の
メ
ー
ル
を
し
た
ら
担
当
か
ら
外

す
と
の
こ
と
。
四
月
十
日
の
メ
ー
ル
に

は
、
ど
ち
ら
も
担
当
欄
が
空
白
。
こ
の

ま
ま
で
出
発
し
、
状
況
に
合
わ
せ
て
対

応
す
る
と
の
こ
と
、
本
部
で
も
調
整
に

苦
慮
し
て
い
る
ら
し
い
。 

支
部
と
し
て
は
、
担
当
を
お
願
い
し

て
い
る
矢
島
地
区
会
員
へ
説
明
を
し
て

了
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
空
白

の
ま
ま
を
お
願
い
し
た
。 

秋
田
街
道
の
調
査
は
五
月
二
十
八
日

に
岩
手
支
部
と
合
同
で
行
う
。 

※
全
国
山
岳
古
道
調
査 

日
本
山
岳
会
百
二
十
周
年
記
念
事
業 

調
査
期
間
は
令
和
三
～
令
和
七
年
度 

全
国
で
百
二
十
の
古
道
を
調
査
予
定 

 

  

退
任
の
ご
挨
拶 

 
 
 

前
支
部
長 

鈴

木

裕

子 

芽吹き始めた春蘭 

太平山・前岳 

  

        

平
成
三
十
年
度
の
支
部
総
会
で
支
部

長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
二
期

四
年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
事
故
も
な
く
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
支
部

役
員
は
じ
め
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
の

お
陰
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

私
が
委
員
と
し
て
事
務
局
に
お
手
伝

い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
平
成

十
三
年
度
か
ら
で
、
十
七
年
度
か
ら
は

事
務
局
長
と
し
て
、
三
十
年
度
か
ら
は

支
部
長
と
し
て
、
約
二
十
年
間
支
部
事

務
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
の
大
き
な
出
来
事
は
、
平

成
二
十
四
年
、
日
本
山
岳
会
が
一
般
社

団
法
人
か
ら
公
益
社
団
法
人
に
移
行
し

た
こ
と
で
す
。 

そ
れ
ま
で
は
、
各
支
部
独
自
の
運
営

で
し
た
が
、
文
部
科
学
省
の
下
で
指
導

を
受
け
る
と
い
う
、
法
で
律
せ
ら
れ
る

団
体
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。 

公
益
的
事
業(

社
会
貢
献)

を
行
う
こ

と
が
課
せ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
行
っ
て
い
た
太
平
山
歩
道
整
備

も
公
益
的
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

会
計
も
、
こ
れ
ま
で
は
自
由
に
使
え

た
本
会
か
ら
の
補
助
金
も
、
公
益
的
事

業
、
共
益
的
事
業(

会
員
の
た
め)

に
振

り
分
け
ら
れ
、
支
出
し
な
け
れ
ば
本
会

に
返
還
す
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
も
な

り
ま
し
た
。 

こ
の
頃
か
ら
、
本
会
と
の
諸
連
絡
や

報
告
は
、
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル
が
主
体
と

な
り
、
諸
事
務
が
煩
雑
化
し
て
い
っ
た

と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
今
は
会
議
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
す
。 

事
業
と
し
て
の
思
い
出
は
、
平
成
十

五
年
に
始
ま
っ
た
、
本
会
創
立
百
周
年

記
念
事
業
「
中
央
分
水
嶺
調
査
」
に
参

加
し
、
県
内
中
央
分
水
嶺
の
ほ
と
ん
ど

を
踏
破
出
来
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

大
き
な
喜
び
で
し
た
。 

支
部
行
事
の
韓
国
や
台
湾
へ
の
海
外

登
山
、
東
北
・
北
海
道
地
区
集
会
「
森

吉
集
会
」
等
、
多
く
の
行
事
に
も
参
加

し
た
二
十
年
間
で
し
た
。 

周
年
記
念
事
業
も
、
平
成
十
一
年
に

「
四
十
周
年
記
念
誌
」
作
成
に
、
ワ
ー

プ
ロ
が
使
え
る
と
い
う
こ
と
で
お
手
伝

い
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
頃
は
、

パ
ソ
コ
ン
は
一
般
的
で
な
く
、
ワ
ー
プ 

ロ
の
全
盛
期
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
「
六

十
周
年
記
念
誌
」
ま
で
、
前
任
者
の
指

示
、
ご
指
導
、
先
輩
会
員
の
ご
協
力
を

頂
き
な
が
ら
の
作
業
で
し
た
。 

会
報
「
秋
田
山
岳
」
に
つ
い
て
は
、

「
支
部
活
動
を
網
羅
し
て
掲
載
す
る
」

を
引
継
ぎ
、
会
報
だ
け
で
支
部
の
歴
史

が
わ
か
る
よ
う
に
と
心
が
け
て
、
作
成

し
て
き
ま
し
た
。 

令
和
四
年
度
か
ら
は
、
県
内
の
観
光

行
政
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
、
佐
藤

和
志
支
部
長
を
中
心
に
、
支
部
の
新
し

い
ペ
ー
ジ
が
開
か
れ
ま
す
。 

本
会
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

「
山
岳
古
道
調
査
」
も
始
ま
り
ま
す
。

新
時
代
の
秋
田
支
部
の
活
動
に
期
待
し

ま
す
。 

不
行
き
届
き
も
多
々
あ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
長
い
間
ご
協
力
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

最
後
に
、
秋
田
支
部
並
び
に
日
本
山

岳
会
の
益
々
の
発
展
と
、
会
員
の
皆
様

の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
、
退

任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

             

 

お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す 

 

長

岩

嘉

悦 
名
誉
顧
問 

 

横
手
市
ス
ポ
ー
ツ
賞 

功
労
賞
を
受
賞 

 山
岳
に
関
す
る
知
識
、
技
術
、
指
導

性
に
富
み
、
人
格
的
に
も
円
満
で
、

高
い
品
性
と
教
養
を
持
ち
、
明
晰
な

指
導
者
で
あ
る
。 

横
手
美
入
野
岳
友
会
顧
問 

増
田
山
岳
会
顧
問 

 

増
田
山
岳
会
創
立
者
で
あ
り
、
昭
和

五
十
八
年
か
ら
平
成
二
十
一
年
ま
で 

会
長
を
務
め
る
。 

 著
書 

智
者
愛
水
仁
者
楽
山  

焼
石
岳
に
魅
せ
ら
れ
て 

山
と
友(

共)

に
歩
ん
で
70
年 

共
書 

新
日
本
山
岳
誌 

        

（
二
月
二
十
三
日 

 

横
手
市
体
育
館
で
授
賞
式
典
） 

  



　（3） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

就
任
の
ご
挨
拶 

八
代
目
秋
田
支
部
長
と
し
て 

支
部
長 

佐

藤

和

志 

案
件
五
の
役
員
改
選
に
つ
い
て
は
提

案
通
り
に
承
認
さ
れ
議
事
は
終
了
し
た
。 

議
事
終
了
後
、
鈴
木
支
部
長
か
ら
古

道
調
査
の
経
過
説
明
が
あ
っ
た
。 

記
念
撮
影
後
、
佐
藤
和
志
新
支
部
長

か
ら
就
任
の
挨
拶
が
あ
り
、
令
和
四
年

度
通
常
総
会
を
無
事
に
終
了
し
た
。 

出
席
者 

 

佐
々
木
民
秀 

佐
藤
和
志 

今
野
昌
雄 

 

鈴
木
裕
子 

堀
井
弘 

鎌
田
倫
夫 

 

佐
藤
博 

 

高
橋
忠
雄 

川
口
廣
志 

 

大
橋
忠
雄 

柴
田
勧 

三
浦
眞
六 

 

佐
々
木
長
秀 

安
藤
金
栄 

熊
谷
光
子 

 

佐
藤
英
實 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

 

高
橋
吉
一 

鈴
木
加
代
子 

小
松
芳
美 

 
 秋

田

支

部

役

員 
 名

誉
顧
問 

長
岩
嘉
悦 

顧 
 

問 

佐
々
木
民
秀 

今
野
昌
雄 

 

 
 
 
 
 

鈴
木
裕
子 

 

堀
井 

弘 

支
部
長 

 

佐
藤
和
志 

副
支
部
長 

鎌
田
倫
夫 

事
務
局
長 

鎌
田
倫
夫
兼
務 

 

会
計
担
当 

後
藤
浩
二 

委 
 

員 

佐
藤
助
雄 

佐
藤
安
弘 

 

三
浦
眞
六 

安
藤
金
栄 

熊
谷
光
子 

三
浦
昭
男 

 

高
橋
吉
一 

鈴
木
加
代
子 

監 
 

事 

大
橋
忠
雄 

柴
田 

勧 

   

   
  

 
 

令
和
四
年
度
通
常
総
会
に
お
い
て
、

鈴
木
裕
子
氏
の
あ
と
を
引
き
継
い
で 

支
部
長
に
推
薦
さ
れ
、
引
き
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

会
の
運
営
は
、
前
支
部
長
を
目
に
し

て
、
責
任
の
重
さ
を
十
分
に
感
じ
て
い

な
が
ら
自
信
も
な
く
、
受
け
る
こ
と
の

重
大
さ
に
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。 

 

思
い
出
す
と
、
二
代
目
柴
田
均
二
支

部
長
の
時
、
南
八
幡
平
の
二
十
周
年
記

念
登
山
に
、
台
湾
の
玉
山
「
新
高
山
」

の
計
画
が
あ
り
、
昭
和
五
十
三
年
当
時

は
、
台
湾
山
岳
協
会
の
招
待
が
な
い
と

行
く
こ
と
が
出
来
な
い
現
実
が
あ
り
、

柴
田
支
部
長
、
鈴
木
清
事
務
局
長
の
推

薦
を
頂
き
、
藤
原
健
、
田
口
善
信
、
私

の
三
人
を
日
本
山
岳
会
に
入
会
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
七
名
で
招
待
を
受
け
、
登

山
出
来
た
こ
と
に
始
ま
り
、
日
山
協
の

技
術
指
導
員
で
、
今
は
亡
き
松
永
先
生

の
知
遇
を
得
て
、
年
次
晩
餐
会
等
、
色
々 

 

な
会
で
多
く
の
方
を
知
り
逢
う
こ
と
が

出
来
、
歴
代
の
支
部
長
、
又
、
県
内
の

山
岳
会
の
方
々
に
も
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
少
し
は
山
の
関
係
で

恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
い
、
お
引
き

受
け
い
た
し
ま
し
た
。 

鈴
木
前
支
部
長
は
、
公
務
の
職
員
で

あ
り
ま
し
た
だ
け
に
、
事
務
手
続
き
、

手
順
、
進
め
方
は
完
璧
で
、
会
の
六
十

周
年
記
念
行
事
、
東
北
北
海
道
地
区
集

会
、
年
次
晩
餐
会
、
記
念
登
山
等
、
多

く
の
行
事
を
無
難
に
こ
な
し
て
来
た
こ

と
を
見
習
い
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

山
の
秘
湯
の
主
が
、
ハ
イ
テ
ク
に
走

る
の
を
よ
し
と
し
な
い
で
、
ア
ナ
ロ
グ

に
徹
し
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
務

局
の
皆
様
に
は
多
分
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

又
、
日
本
山
岳
会
百
二
十
周
年
記
念

事
業
も
、
引
き
続
き
会
員
の
皆
様
と
進

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
会
員

相
互
の
交
流
を
図
り
、
山
の
先
輩
の
皆

様
の
ご
指
導
を
頂
き
、
会
の
活
発
化
に

繋
げ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を

も
っ
て
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

山

岳

古

道

調

査

情

報 
 

山
岳
古
道
調
査
秋
田
支
部
の
担
当
は

秋
田
街
道
を
秋
田
・
岩
手
支
部
、
白
木

峠
は
秋
田
支
部
と
な
っ
て
い
る
。 

一
月
二
十
日
の
支
部
連
絡
会
議
の
資

料
に
は
、
鳥
海
山
古
道
が
踏
査
リ
ス
ト

に
あ
り
、
対
応
は
本
部
と
な
っ
て
い
て
、

外
せ
な
い
山
だ
が
、
範
囲
が
広
く
、
支

部
で
の
調
査
は
ど
う
か
、
本
部
で
調
査

出
来
る
な
ら
、
と
い
う
条
件
が
必
要
、

と
記
載
さ
れ
て
い
た
。 

三
月
二
十
日
の
メ
ー
ル
に
は
、
鳥
海

山
古
道
の
調
査
個
所
は
①
吹
浦
口
②
蕨

岡
口
③
矢
島
口
④
小
滝
口
⑤
滝
沢
口
⑥

院
内
口
の
六
コ
ー
ス
、
羽
州
街
道
に
は

矢
立
峠
と
矢
島
街
道
も
含
ま
れ
て
い
て
、

い
ず
れ
も
担
当
は
秋
田
支
部
。
本
部
に

確
認
の
メ
ー
ル
を
し
た
ら
担
当
か
ら
外

す
と
の
こ
と
。
四
月
十
日
の
メ
ー
ル
に

は
、
ど
ち
ら
も
担
当
欄
が
空
白
。
こ
の

ま
ま
で
出
発
し
、
状
況
に
合
わ
せ
て
対

応
す
る
と
の
こ
と
、
本
部
で
も
調
整
に

苦
慮
し
て
い
る
ら
し
い
。 

支
部
と
し
て
は
、
担
当
を
お
願
い
し

て
い
る
矢
島
地
区
会
員
へ
説
明
を
し
て

了
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
空
白

の
ま
ま
を
お
願
い
し
た
。 

秋
田
街
道
の
調
査
は
五
月
二
十
八
日

に
岩
手
支
部
と
合
同
で
行
う
。 

※
全
国
山
岳
古
道
調
査 

日
本
山
岳
会
百
二
十
周
年
記
念
事
業 

調
査
期
間
は
令
和
三
～
令
和
七
年
度 

全
国
で
百
二
十
の
古
道
を
調
査
予
定 

 

  

退
任
の
ご
挨
拶 

 
 
 

前
支
部
長 

鈴

木

裕

子 

芽吹き始めた春蘭 

太平山・前岳 

  

        

平
成
三
十
年
度
の
支
部
総
会
で
支
部

長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
二
期

四
年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
事
故
も
な
く
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
支
部

役
員
は
じ
め
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
の

お
陰
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

私
が
委
員
と
し
て
事
務
局
に
お
手
伝

い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
平
成

十
三
年
度
か
ら
で
、
十
七
年
度
か
ら
は

事
務
局
長
と
し
て
、
三
十
年
度
か
ら
は

支
部
長
と
し
て
、
約
二
十
年
間
支
部
事

務
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
の
大
き
な
出
来
事
は
、
平

成
二
十
四
年
、
日
本
山
岳
会
が
一
般
社

団
法
人
か
ら
公
益
社
団
法
人
に
移
行
し

た
こ
と
で
す
。 

そ
れ
ま
で
は
、
各
支
部
独
自
の
運
営

で
し
た
が
、
文
部
科
学
省
の
下
で
指
導

を
受
け
る
と
い
う
、
法
で
律
せ
ら
れ
る

団
体
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。 

公
益
的
事
業(

社
会
貢
献)

を
行
う
こ

と
が
課
せ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
行
っ
て
い
た
太
平
山
歩
道
整
備

も
公
益
的
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

会
計
も
、
こ
れ
ま
で
は
自
由
に
使
え

た
本
会
か
ら
の
補
助
金
も
、
公
益
的
事

業
、
共
益
的
事
業(

会
員
の
た
め)

に
振

り
分
け
ら
れ
、
支
出
し
な
け
れ
ば
本
会

に
返
還
す
る
、
と
い
う
仕
組
み
に
も
な

り
ま
し
た
。 

こ
の
頃
か
ら
、
本
会
と
の
諸
連
絡
や

報
告
は
、
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル
が
主
体
と

な
り
、
諸
事
務
が
煩
雑
化
し
て
い
っ
た

と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
今
は
会
議
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
す
。 

事
業
と
し
て
の
思
い
出
は
、
平
成
十

五
年
に
始
ま
っ
た
、
本
会
創
立
百
周
年

記
念
事
業
「
中
央
分
水
嶺
調
査
」
に
参

加
し
、
県
内
中
央
分
水
嶺
の
ほ
と
ん
ど

を
踏
破
出
来
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

大
き
な
喜
び
で
し
た
。 

支
部
行
事
の
韓
国
や
台
湾
へ
の
海
外

登
山
、
東
北
・
北
海
道
地
区
集
会
「
森

吉
集
会
」
等
、
多
く
の
行
事
に
も
参
加

し
た
二
十
年
間
で
し
た
。 

周
年
記
念
事
業
も
、
平
成
十
一
年
に

「
四
十
周
年
記
念
誌
」
作
成
に
、
ワ
ー

プ
ロ
が
使
え
る
と
い
う
こ
と
で
お
手
伝

い
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
頃
は
、

パ
ソ
コ
ン
は
一
般
的
で
な
く
、
ワ
ー
プ 

ロ
の
全
盛
期
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
「
六

十
周
年
記
念
誌
」
ま
で
、
前
任
者
の
指

示
、
ご
指
導
、
先
輩
会
員
の
ご
協
力
を

頂
き
な
が
ら
の
作
業
で
し
た
。 

会
報
「
秋
田
山
岳
」
に
つ
い
て
は
、

「
支
部
活
動
を
網
羅
し
て
掲
載
す
る
」

を
引
継
ぎ
、
会
報
だ
け
で
支
部
の
歴
史

が
わ
か
る
よ
う
に
と
心
が
け
て
、
作
成

し
て
き
ま
し
た
。 

令
和
四
年
度
か
ら
は
、
県
内
の
観
光

行
政
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
、
佐
藤

和
志
支
部
長
を
中
心
に
、
支
部
の
新
し

い
ペ
ー
ジ
が
開
か
れ
ま
す
。 

本
会
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

「
山
岳
古
道
調
査
」
も
始
ま
り
ま
す
。

新
時
代
の
秋
田
支
部
の
活
動
に
期
待
し

ま
す
。 

不
行
き
届
き
も
多
々
あ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
長
い
間
ご
協
力
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

最
後
に
、
秋
田
支
部
並
び
に
日
本
山

岳
会
の
益
々
の
発
展
と
、
会
員
の
皆
様

の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
、
退

任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

             

 

お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す 

 

長

岩

嘉

悦 

名
誉
顧
問 

 

横
手
市
ス
ポ
ー
ツ
賞 

功
労
賞
を
受
賞 

 山
岳
に
関
す
る
知
識
、
技
術
、
指
導

性
に
富
み
、
人
格
的
に
も
円
満
で
、

高
い
品
性
と
教
養
を
持
ち
、
明
晰
な

指
導
者
で
あ
る
。 

横
手
美
入
野
岳
友
会
顧
問 

増
田
山
岳
会
顧
問 

 

増
田
山
岳
会
創
立
者
で
あ
り
、
昭
和

五
十
八
年
か
ら
平
成
二
十
一
年
ま
で 

会
長
を
務
め
る
。 

 著
書 

智
者
愛
水
仁
者
楽
山  

焼
石
岳
に
魅
せ
ら
れ
て 

山
と
友(

共)

に
歩
ん
で
70
年 

共
書 

新
日
本
山
岳
誌 

        

（
二
月
二
十
三
日 

 

横
手
市
体
育
館
で
授
賞
式
典
） 

  



（4）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

会

務

報

告 
 
 
 
 
 

 
〇
会
計
監
査 

 
三
月
三
十
一
日 

午
前
十
時
か
ら
秋

田
市
北
部
市
民
セ
ン
タ
ー
「
キ
タ
ス
カ
」

二
階
会
議
室
で
、
令
和
三
年
度
会
計
監

査
を
実
施
。
関
係
書
類
が
適
正
に
処
理

さ
れ
て
お
り
、
正
確
で
あ
る
と
承
認
さ

れ
た
。 

出
席
者 

会
計
監
事 

柴
田
勧 

大
橋
忠
雄 

会
計
担
当 

石
川
祐
子 

 

支
部
長 

 

鈴
木
裕
子 

 

副
支
部
長 

佐
藤
和
志 

鎌
田
倫
夫 

事
務
局
担
当 

後
藤
浩
二 

 

〇
役
員
会 

 

三
月
十
九
日
午
後
一
時
か
ら
、
秋
田

市
北
部
市
民
セ
ン
タ
ー
洋
室
６
で
開
催
。 

支
部
長
か
ら
、
令
和
三
年
度
も
コ
ロ

ナ
禍
で
、
支
部
活
動
を
計
画
通
り
に
行

え
な
か
っ
た
一
面
も
あ
っ
た
が
、
こ
の

状
況
下
で
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
頂
い

た
こ
と
、
日
頃
の
委
員
皆
さ
ん
の
協
力
、

に
感
謝
す
る
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

 

続
い
て
、
令
和
四
年
度
秋
田
支
部
通

常
総
会
に
提
案
す
る
案
件
、
令
和
三
年

度
事
業
報
告
、
決
算
、
令
和
四
年
度
事

業
計
画
（
案
）
と
予
算
（
案
）
を
協
議
。 

古
道
調
査
に
つ
い
て
は
、
秋
田
街
道

と
白
木
峠
に
つ
い
て
進
め
て
行
く
。
矢

立
峠
に
つ
い
て
は
青
森
支
部
の
対
応
を
、

鳥
海
山
古
道
に
つ
い
て
は
距
離
も
長
く

当
支
部
だ
け
で
の
対
応
は
困
難
で
あ
る

と
思
う
等
。 

役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
推
薦
さ
れ

た
全
員
の
了
解
を
得
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
。 

会
計
監
査
は
三
月
三
十
一
日
、
午
前

十
時
か
ら
お
こ
な
う
。 

総
会
は
、
令
和
二
年
度
、
三
年
度
と
、

こ
の
二
年
間
、
書
面
表
決
で
あ
っ
た
。 

令
和
四
年
度
通
常
総
会
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
ロ
ロ
ナ
禍
が
沈
静
化
の
方
向

と
は
い
え
未
だ
収
ま
っ
て
お
ら
ず
、
書

面
表
決
に
す
べ
き
と
の
声
も
あ
っ
た
が
、

佐
藤
和
志
副
支
部
長
か
ら
「
新
規
に
入

会
さ
れ
た
方
も
お
り
、
お
互
い
、
会
員

の
顔
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
支
部
活
動

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
や

む
を
得
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の
ま

ま
で
は
問
題
が
あ
る
。
出
来
る
な
ら
、

報
告
す
べ
き
こ
と
や
今
後
の
こ
と
を
、

総
会
の
場
で
き
ち
ん
と
説
明
す
る
の
が

本
筋
で
あ
る
。」
と
の
意
見
が
あ
り
、
総

会
は
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。 

支
部
長
か
ら
は
、
本
部
と
の
事
務
連

絡
は
、
メ
ー
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に

変
遷
し
、
各
担
当
者
に
大
変
難
儀
を
か

け
て
い
る
。
ま
た
、
秋
田
支
部
名
誉
顧

問
二
名
が
、
相
次
い
で
他
界
さ
れ
、
寂

し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

(

報
告 

三
浦
昭
男)

 

出
席
者 

鈴
木
裕
子 

佐
藤
和
志 

鎌
田
倫
夫 

石
川
祐
子 

川
口
廣
志 

三
浦
眞
六 

熊
谷
光
子 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

柴
田
勧 

 

大
橋
忠
雄 

〇
事
務
局
会
議 

 

・
三
月
十
九
日 

役
員
会
終
了
後
開
催 

総
会
に
提
案
す
る
案
件
、
春
の
支
部

山
行
等
確
認 

・
三
月
三
十
一
日
午
後
一
時 

秋
田
市

北
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。 

 

総
会
案
内
等
発
送
。 

山
岳
古
道
踏
査
に
関
す
る
こ
と
。 

次
回
役
員
会
等
の
打
ち
合
わ
せ
。 

 出
席
者 

鈴
木
裕
子 

佐
藤
和
志 

 

鎌
田
倫
夫 

後
藤
浩
二 

 

三
浦
昭
男 

 

太
平
山
遭
難
救
助
協
力
員
を
登
録 

 

中
央
地
区
山
岳
協
議
会
の
太
平
山
遭

難
救
助
協
力
員
（
令
和
四
・
五
年
度
）

と
し
て
次
の
支
部
会
員
を
登
録
。 

 秋
田
支
部
登
録
者 

佐
々
木
民
秀 

鎌
田
倫
夫 

堀
井
弘 

 

安
藤
金
栄 

今
野
昌
雄 

三
浦
眞
六 

歩
仁
内
昌
樹 

 他
団
体
か
ら
登
録
の
支
部
関
係
者 

 
 

 

若
月 

寿 

佐
藤 

博 
 

大
橋
忠
雄 

川
口
廣
志 

 会
員
の
動
静 

 
 
 

 
 
 
 

 

退
会 

石
川
祐
子
（
令
和
四
年
三
月
） 

 

 

編
集
後
記 

 

令
和
四
年
度
の
通
常
総
会
が
開
か
れ
、

久
し
ぶ
り
に
会
員
同
士
が
顔
合
わ
せ
、

新
入
会
員
の
方
々
と
も
お
会
い
し
た
。

全
国
支
部
懇
談
会
も
開
か
れ
る
予
定
で

あ
り
、
他
支
部
会
員
と
の
交
流
も
復
活

す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
三
回
目
の
接
種
を

終
え
た
。
四
回
目
の
接
種
も
検
討
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
感
染
者
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
以
前
の
よ
う
に
全
て
が

自
由
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
少
し

ず
つ
行
動
規
制
が
緩
和
さ
れ
て
来
て
い

る
。
国
内
生
産
の
経
口
薬
が
一
日
も
早

く
承
認
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。 

 

太
平
山
・
中
岳
直
下(

三
角
井
戸)

で

遭
難
死
亡
事
故
が
あ
っ
た
。
登
り
慣
れ

た
山
で
も
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
事
故

に
つ
な
が
る
。
山
に
登
る
と
き
は
必
ず
、

家
族
、
又
は
友
人
に
行
き
先
を
伝
え
て

お
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
事
故
だ

っ
た
。 

 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
に
よ
る
悲
惨
な
ニ
ュ
ー
ス
映
像
に
は

目
を
覆
い
た
く
な
る
。
一
日
も
早
い
終

結
を
願
っ
て
い
る
。 

 

新
会
報
担
当
が
決
ま
る
ま
で
、
編
集

を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
う

少
し
お
付
き
合
い
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 

（
編
集
者 

鈴
木
裕
子
） 


